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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対し超音波を送信し、前記被検体からの反射波を受信する超音波プローブと、
　前記受信した反射波に基づいて、第１超音波画像を発生する画像発生部と、
　前記第１超音波画像に対応する第１断面の位置を決定する断面位置決定部と、
　前記第１超音波画像より過去に発生された複数の第２超音波画像を、前記第２超音波画
像にそれぞれ対応する複数の第２断面の位置とともに記憶する記憶部と、
　前記第１断面の位置と前記第２断面各々の位置との相対的な位置関係に基づいて、前記
第１断面と前記第２断面とが交わる位置に対応する交線を決定する交線決定部と、
　前記第１超音波画像と前記第２超音波画像とのうち少なくとも一方に、前記交線を重畳
させて表示する表示部と、を具備し、
　前記交線決定部は、
　前記第２断面に対して所定の角度離れた第３断面と前記第１断面とに基づいて、前記第
１断面と前記第３断面との交線を決定し、
　前記表示部は、
　前記第１断面と前記第３断面との交線を前記第１超音波画像に重畳させて表示するとと
もに、前記第３断面に前記第１断面を一致させるために前記超音波プローブを移動させる
プローブ移動情報を表示すること、
　を特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
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　前記超音波プローブに関するプローブ位置を検出する位置検出部を更に具備し、
　前記断面位置決定部は、
　前記プローブ位置に基づいて、前記第１断面の位置を決定すること、
　を特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記超音波プローブは、前記超音波プローブに対する超音波の送受信方向を制御する２
次元アレイプローブであって、
　前記画像発生部は、所定の位置に固定された前記超音波プローブにより受信された反射
波に基づいて、前記第１超音波画像と前記第２超音波画像とを発生し、
　前記断面位置決定部は、前記送受信方向に基づいて、前記第１断面及び第２断面の位置
を決定すること、
　を特徴とする請求項１または２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記交線決定部は、
　前記交線が前記第１超音波画像または前記第２超音波画像の撮像領域外にある場合、前
記相対的な位置関係と前記交線の位置とに基づいて、前記第１断面の位置または前記第２
断面の位置に対する前記交線の位置を示す交線位置情報を発生し、
　前記表示部は、
　前記交線位置情報を模式的に示す模式図を表示すること、
　を特徴とする請求項１乃至３のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記交線位置情報は、
　前記第１断面の位置または前記第２断面の位置と、前記交線の位置との間の距離および
方向であって、
　前記表示部は、前記交線位置情報を前記模式図ともに表示すること、
　を特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記交線決定部は、
　前記超音波プローブの移動に伴って、前記交線位置情報を発生し、
　前記表示部は、
　前記超音波プローブの移動に伴って、前記発生された交線位置情報を更新して表示する
こと、
　を特徴とする請求項４に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記表示部は、
　前記第２超音波画像に、前記第１断面を示す平面状のマーカと前記交線とを模式的に重
畳させて表示すること、
　を特徴とする請求項１乃至６のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記表示部は、
　前記第１超音波画像に、前記第２断面を示す平面状のマーカと前記交線とを模式的に重
畳させて表示すること、
　を特徴とする請求項１乃至７のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記表示部は、
　前記第２超音波画像を収集した収集モードに応じた色相で、前記第２断面と前記交線と
のうち少なくとも一つを表示すること、
　を特徴とする請求項１乃至８のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　前記表示部は、
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　前記第１断面と前記第３断面との一致を契機として、前記交線の表示態様を、前記表示
態様とは異なる表示態様に変更して表示すること、
　を特徴とする請求項１乃至９のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１１】
　前記表示部は、
　前記第１断面と前記第３断面との一致を契機として、前記第１超音波画像に所定の計測
マーカを重畳して表示し、計測を実行すること、
　を特徴とする請求項１乃至１０のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１２】
　前記記憶部は、
　前記第１断面と前記第３断面との一致を契機として、前記第１超音波画像を記憶するこ
と、
　を特徴とする請求項１乃至１１のうちいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１３】
　第１超音波画像を前記第１超音波画像に対応する被検体の第１断面の位置とともに記憶
し、前記第１超音波画像より過去に発生された複数の第２超音波画像を前記第２超音波画
像にそれぞれ対応する前記被検体の複数の第２断面の位置とともに記憶する記憶部と、
　前記第１断面の位置と前記第２断面各々の位置との相対的な位置関係に基づいて、前記
第１断面と前記第２断面との複数の交線を決定し、前記第２断面に対して所定の角度離れ
た第３断面と前記第１断面とに基づいて、前記第１断面と前記第３断面との交線を決定す
る交線決定部と、
　前記第１超音波画像と前記第２超音波画像とのうち少なくとも一方に、前記交線を表示
し、前記第１断面と前記第３断面との交線を前記第１超音波画像に重畳させて表示すると
ともに、前記第３断面に前記第１断面を一致させるために超音波プローブを移動させるプ
ローブ移動情報を表示する表示部と、
　を具備することを特徴とする医用画像処理装置。
【請求項１４】
　コンピュータに、
　第１超音波画像を前記第１超音波画像に対応する被検体の第１断面の位置とともに記憶
させ、
　前記第１超音波画像より過去に発生された複数の第２超音波画像を前記第２超音波画像
にそれぞれ対応する前記被検体の複数の第２断面の位置とともに記憶させ、
　前記第１断面の位置と前記第２断面各々の位置との相対的な位置関係に基づいて、前記
第１断面と前記第２断面との複数の交線を決定させ、
　前記第２断面に対して所定の角度離れた第３断面と前記第１断面とに基づいて、前記第
１断面と前記第３断面との交線を決定させ、
　前記第１超音波画像と前記第２超音波画像とのうち少なくとも一方に、前記交線をモニ
タに表示させ、
　前記第１断面と前記第３断面との交線を前記第１超音波画像に重畳させて表示するとと
もに、前記第３断面に前記第１断面を一致させるために超音波プローブを移動させるプロ
ーブ移動情報を表示させること、
　を特徴とする医用画像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、超音波診断装置、医用画像処理装置および医用画像処理プログラ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、被検体に送信した超音波の反射波の受信により発生された受信信号
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に基づいて、被検体内を画像化し、表示することができる。また、超音波診断装置は、表
示した超音波画像を保存する。超音波診断装置は、被検体に対する同一検査時において、
過去の超音波画像を再表示することができる。
【０００３】
　超音波診断装置は、超音波プローブの向きおよび位置を変えることにより、被検体内の
腫瘍および血管などに関して、保存した過去の超音波画像とリアルタイムに表示される超
音波画像とを通して、３次元的な形状および広がりを把握するために用いられる。しかし
ながら、超音波プローブを動かすことにより、保存した過去の超音波画像と、リアルタイ
ムに表示される超音波画像との位置関係の把握が、操作者にとって困難になる問題がある
。すなわち、操作者は、被検体内における構造体（組織）を３次元的に正しく把握できな
い問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　目的は、過去の超音波画像と現在の超音波画像との位置関係を簡便且つ明瞭に表示可能
な超音波診断装置、医用画像処理装置および医用画像処理プログラムを提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本実施形態に係る超音波診断装置は、被検体に対し超音波を送信し、前記被検体からの
反射波を受信する超音波プローブと、前記受信した反射波に基づいて、第１超音波画像を
発生する画像発生部と、前記第１超音波画像に対応する第１断面の位置を決定する断面位
置決定部と、前記第１超音波画像より過去に発生された複数の第２超音波画像を、前記第
２超音波画像にそれぞれ対応する複数の第２断面の位置とともに記憶する記憶部と、前記
第１断面の位置と前記第２断面各々の位置との相対的な位置関係に基づいて、前記第１断
面と前記第２断面との複数の交線を決定する交線決定部と、前記第１超音波画像と前記第
２超音波画像とのうち少なくとも一方に、前記交線を表示する表示部と、前記超音波プロ
ーブに関するプローブ位置を検出する位置検出部とを具備し、前記断面位置決定部は、前
記プローブ位置に基づいて、前記第１断面の位置を決定し、前記交線決定部は、前記第２
断面に対して所定の角度離れた第３断面と前記第１断面とに基づいて、前記第１断面と前
記第３断面との交線を決定し、前記表示部は、前記第１断面と前記第３断面との交線を前
記第１超音波画像に重畳させて表示するとともに、前記第３断面に前記第１断面を一致さ
せるために前記超音波プローブを移動させるプローブ移動情報を表示すること、を特徴と
する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している
。
【図２】図２は、第１の実施形態に係り、表示部におけるモニタに表示された第１、２超
音波画像を、第２超音波画像各々に重畳して表示された交線とともに示す図である。
【図３】図３は、第１の実施形態に係り、第１超音波画像に、第１断面と第２断面各々と
が交わる位置に対応する交線を重畳して表示した一例を示す図である。
【図４】図４は、第１の実施形態に係り、表示部におけるモニタに表示された第１、２超
音波画像各々に重畳して表示された交線とともに示す図である。
【図５】図５は、第１の実施形態に係り、交線表示処理の手順の一例を示すフローチャー
トである。
【図６】図６は、第１の実施形態の第１の変形例に係り、モニタに表示された第２超音波
画像と、第２超音波画像に重畳された第１断面を示す平面状のマーカと交線との一例を示
す図である。
【図７】図７は、第１の実施形態の第２の変形例に係り、モニタに表示された第２超音波
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画像と、第２超音波画像に重畳された第１超音波画像と交線との一例を示す図である。
【図８】図８は、第１の実施形態の第３の変形例に係り、疑似的な直交３軸に従ってモニ
タに表示された第２超音波画像と、第２超音波画像に重畳された第１断面を示す平面状の
マーカと交線との一例を示す図である。
【図９】図９は、第１の実施形態の第３の変形例に係り、疑似的な直交３軸に従ってモニ
タに表示された第１超音波画像と、第１超音波画像に重畳された複数の第２断面を示す平
面状のマーカと、複数の第２断面各々と第１断面とが交わる位置に対応する複数の交線と
の一例を示す図である。
【図１０】図１０は、第２の実施形態に係り、第１表示領域に表示された模式図と、第１
位置情報とを示す図である。
【図１１】図１１は、第２の実施形態に係り、第２表示領域各々に表示された模式図と、
第２位置情報とを示す図である。
【図１２】図１２は、第２の実施形態に係り、交線位置情報表示処理の手順の一例を示す
フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、図面を参照しながら本実施形態に係わる超音波診断装置を説明する。なお、以下
の説明において、略同一の構成を有する構成要素については、同一符号を付し、重複説明
は必要な場合にのみ行う。
【０００８】
　（第１の実施形態）　
　図１は、第１の実施形態に係る超音波診断装置１のブロック構成図を示している。同図
に示すように、超音波診断装置１は、超音波プローブ３、位置センサ５、位置検出部７、
装置本体９、装置本体９に接続され操作者からの各種指示・命令・情報を装置本体９に取
り込むための入力部２５、表示部２７を有する。加えて本超音波診断装置１には、心電計
、心音計、脈波計、呼吸センサに代表される図示していない生体信号計測部およびネット
ワークが、インターフェース（ＩｎｔｅｒＦａｃｅ：以下Ｉ／Ｆと呼ぶ）２１を介して接
続されてもよい。
【０００９】
　超音波プローブ３は、複数の圧電振動子と、整合層と、複数の圧電振動子の背面側に設
けられるバッキング材とを有する。複数の圧電振動子は、圧電セラミックス等の音響／電
気可逆的変換素子である。複数の圧電振動子は並列され、超音波プローブ３の先端に装備
される。以下、一つの圧電振動子が一チャンネルを構成するものとして説明する。圧電振
動子は、後述する送受信部１１から供給される駆動信号に応答して超音波を発生する。
【００１０】
　超音波プローブ３を介して被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波（以下
、送信超音波と呼ぶ）は、被検体内の生体組織における音響インピーダンスの不連続面で
反射される。圧電振動子は、反射された超音波（反射波）を受信し、エコー信号を発生す
る。エコー信号の振幅は、超音波の反射に関する不連続面を境界とする音響インピーダン
スの差に依存する。また、送信超音波が移動している血流、および心臓壁等の表面で反射
された場合のエコー信号の周波数は、ドプラ効果により、移動体（血流および心臓壁の表
面）の超音波送信方向の速度成分に依存して偏移する。
【００１１】
　以下、超音波プローブ３は、１次元アレイにより２次元走査するプローブとして説明す
る。なお、超音波プローブ３は、１次元アレイを複数の振動子の配列方向と直交する方向
に揺動させて３次元走査を実行するメカニカル４次元プローブであってもよい。また、超
音波プローブ３は、メカニカル４次元プローブに限定されず、２次元アレイプローブであ
ってもよい。超音波プローブ３が２次元アレイプローブである場合、２次元アレイプロー
ブは、後述する送受信部１１により、超音波の送受信方向を制御する。
【００１２】
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　整合層は、被検体Ｐに対する超音波の送受信を効率よくするために、複数の圧電振動子
の超音波放射面側に設けられる。バッキング材は、圧電振動子の後方への超音波の伝搬を
防止する。
【００１３】
　位置センサ５は、所定の基準位置を基準とした超音波プローブ３の位置情報を取得する
。位置情報は、所定の基準位置に対する超音波プローブ３の位置を示す座標情報と超音波
プローブ３の角度に関する角度情報とを有する。角度情報とは、例えば、所定の基準軸に
対する超音波プローブ３の傾きである。所定の基準位置とは、例えば、超音波診断装置１
の装置本体９の位置である。なお、基準位置は、装置本体９の外部に設けられてもよい。
所定の基準軸とは、例えば、予め設定された直交３軸のうち２軸と、超音波プローブ３の
開口中心と超音波プローブ３の重心とを結ぶ直線（以下、プローブ軸と呼ぶ）とにより規
定される。上記２軸は、予め設定された直交３軸（ｘ軸、ｙ軸、ｚ軸）のうち、ｘ軸およ
びｙ軸とする。位置センサ５は、例えば、超音波プローブ３に隣接して設けられる。位置
センサ５は、取得した位置情報を、後述する位置検出部７に出力する。
【００１４】
　位置センサ５は、例えば、磁気センサ、赤外線センサ、角度センサ（例えばジャイロセ
ンサ）などである。例えば、磁気センサは、位置検出部７における図示していない磁気送
信器から送信された磁気を用いて、所定の基準位置を基準とした座標情報を取得する。ま
た、赤外線センサは、位置検出部７における図示していない赤外線送信器から送信された
赤外線を用いて、所定の基準位置を基準とした座標情報を取得する。なお、赤外線の代わ
りにより一般的な電磁波を用いてもよい。
【００１５】
　なお、位置センサ５が磁気センサである場合、基準位置は、磁気送信器の位置であって
もよい。また、位置センサ５が赤外線センサ場合、基準位置は、赤外線送信器の位置であ
ってもよい。また、基準位置は、後述する入力部２５を介した操作者の指示により、適宜
調整可能である。なお、所定の基準位置は、被検体の体表面に初めに当接された位置であ
ってもよい。
【００１６】
　角度センサは、所定の基準軸周りの超音波プローブ３の角度情報を取得する。なお、検
出される角度は、超音波プローブ３の側面に設けられた２つの磁気センサ、２つの赤外線
センサ、または磁気センサと赤外線センサとの組み合わせなどから出力される２点の位置
に基づいて、取得されてもよい。
【００１７】
　位置検出部７は、位置センサ５から出力された位置情報を用いて、所定の基準位置を基
準とした超音波プローブ３の位置を示す３次元座標と所定の基準軸周りの角度を検出する
。以下、検出した３次元座標と角度とをまとめてプローブ位置と呼ぶ。具体的には、位置
検出部７は、所定の基準位置を基準とした絶対座標系上において、超音波プローブ３の位
置を示す３次元座標と、基準軸周りの角度とを決定する。位置検出部７は、プローブ位置
を後述する制御プロセッサ２３および後述する断面位置決定部１５に出力する。
【００１８】
　装置本体９は、送受信部１１、画像発生部１３、断面位置決定部１５、記憶部１７、交
線決定部１９、Ｉ／Ｆ２１、制御プロセッサ（中央演算処理装置：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ：以下ＣＰＵと呼ぶ）２３を有する。
【００１９】
　送受信部１１は、超音波プローブ３における複数の振動子各々を駆動する駆動信号を発
生する。送受信部１１、複数の振動子各々に駆動信号を供給する。送受信部１１は、複数
の振動子各々により発生された受信エコー信号に基づいて、受信信号を発生する。具体的
には、送受信部１１は、いずれも図示していない超音波送信ユニットと超音波受信ユニッ
トとを有する。超音波送信ユニットは、いずれも図示していないトリガ発生回路と、送信
遅延回路と、パルサ回路とを有する。超音波受信ユニットは、いずれも図示していないプ
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リアンプ回路と、受信遅延回路と、加算器とを有する。
【００２０】
　トリガ発生回路は、所定のレート周波数ｆｒＨｚ（周期：１／ｆｒ秒）で送信超音波を
形成するためのレートパルスを繰り返し発生する。トリガ発生回路は、所定のレート周波
数でレートパルスを繰り返し発生する。このレートパルスは、チャンネル数に分配され、
送信遅延回路に送られる。
【００２１】
　送信遅延回路は、複数のチャンネルごとに、送信超音波をビーム状に収束し、かつ送信
指向性を決定するために必要な遅延時間（以下、送信遅延時間と呼ぶ）を、各レートパル
スに与える。送信超音波の送信方向または送信遅延時間（以下、送信遅延パターンと呼ぶ
）は、後述する記憶部１７に記憶される。記憶部１７に記憶された送信遅延パターンは、
ＣＰＵ２３により超音波の送信時に参照される。遅延時間が付与されたレートパルスは、
後述するパルサ回路に送られる。
【００２２】
　パルサ回路は、このレートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ３の複数の圧
電振動子ごとに電圧パルス（駆動信号）を印加する。これにより、超音波ビームが被検体
に送信される。
【００２３】
　被検体の生体組織で反射されたエコー信号は、超音波プローブ３を介して受信エコー信
号としてチャンネル毎に取り込まれる。プリアンプ回路は、超音波プローブ３を介して取
り込まれた被検体からの受信エコー信号をチャンネル毎に増幅する。図示していないアナ
ログディジタル変換器は、増幅された受信エコー信号をディジタル信号に変換する。
【００２４】
　受信遅延回路は、ディジタル信号に変換された受信エコー信号に、受信指向性を決定す
るために必要な遅延時間（以下、受信遅延時間と呼ぶ）を与える。エコー信号の受信方向
または受信遅延時間（以下、受信遅延パターンと呼ぶ）は、記憶部１７に記憶される。記
憶部１７に記憶された受信遅延パターンは、ＣＰＵ２３により参照される。
【００２５】
　加算器は、遅延時間が与えられた複数のエコー信号を加算する。この加算により、超音
波受信ユニットは、受信指向性に応じた方向からの反射成分を強調した受信信号（ＲＦ（
ｒａｄｉｏｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号ともいう）を発生する。この送信指向性と受信指向
性とにより超音波送受信の総合的な指向性が決定される。この総合的な指向性により、超
音波ビーム（いわゆる「超音波走査線」）が決まる。
【００２６】
　超音波受信ユニットは、被走査領域内の各走査線における深さごとの受信信号を、後述
する画像発生部１３に出力する。なお、超音波受信ユニットは、１回の超音波送信で複数
の走査線上に生じたエコー信号を同時に受信する並列受信機能を有していてもよい。
【００２７】
　画像発生部１３は、いずれも図示していないＢモードデータ発生部と、ドプラデータ発
生部と、ディジタルスキャンコンバータ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅ
ｒ：以下、ＤＳＣと呼ぶ）と画像メモリと画像合成デバイスとを有する。
【００２８】
　Ｂモードデータ発生部は、図示していない包絡線検波器、対数変換器などを有する。包
絡線検波器は、送受信部１１から出力された受信信号に対して包絡線検波を実行する。包
絡線検波器は、包絡線検波された信号を、後述する対数変換器に出力する。対数変換器は
、包絡線検波された信号に対して対数変換して弱い信号を相対的に強調する。Ｂモードデ
ータ発生部は、対数変換器により強調された信号に基づいて、各走査線における深さごと
の信号値（Ｂモードデータ）を発生する。
【００２９】
　なお、超音波プローブ３がメカニカル４次元プローブである場合や２次元アレイプロー
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ブである場合、Ｂモードデータ発生部は、被走査領域におけるアジマス（Ａｚｉｍｕｔｈ
）方向、エレベーション（Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ）方向、深さ方向（以下レンジ（Ｒａｎｇ
ｅ）方向と呼ぶ）にそれぞれ対応付けて配列された複数の信号値からなる３次元Ｂモード
データを発生してもよい。レンジ方向とは、走査線上の深さ方向である。アジマス方向と
は例えば、１次元超音波振動子の配列方向に沿った電子走査方向である。エレベーション
方向とは、１次元超音波振動子の機械的揺動方向である。なお、３次元Ｂモードデータは
、複数の画素値または複数の輝度値などを、走査線に沿って、アジマス方向、エレベーシ
ョン方向、レンジ方向にそれぞれ対応付けて配列させたデータであってもよい。
【００３０】
　また、３次元Ｂモードデータは、被走査領域において予め設定されたＲＯＩに関するデ
ータであってもよい。また、Ｂモードデータ発生部は、３次元Ｂモードデータの代わりに
超音波ボリュームデータを発生してもよい。以下、Ｂモードデータ発生部で発生されるデ
ータをまとめて、Ｂモードデータ呼ぶ。
【００３１】
　Ｂモードデータ発生部は、位置検出部７により検出されたプローブ位置を用いて、Ｂモ
ードデータを絶対座標系に対応付ける。なお、Ｂモードデータ発生部は、プローブ位置を
、３次元Ｂモードデータに対応づけてもよい。
【００３２】
　ドプラデータ発生部は、いずれも図示していないミキサー、低域通過フィルタ（Ｌｏｗ
　Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ：以下ＬＰＦと呼ぶ）、速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デバイス
等を有する。ミキサーは、送受信部１１から出力された受信信号に、送信周波数と同じ周
波数ｆ０を有する基準信号を掛け合わせる。この掛け合わせにより、ドプラ偏移周波数ｆ

ｄの成分の信号と（２ｆ０＋ｆｄ）の周波数成分を有する信号とが得られる。ＬＰＦは、
ミキサーからの２種の周波数成分を有する信号のうち、高い周波数成分（２ｆ０＋ｆｄ）
の信号を取り除く。ドプラデータ発生部は、高い周波数成分（２ｆ０＋ｆｄ）の信号を取
り除くことにより、ドプラ偏移周波数ｆｄの成分を有するドプラ信号を発生する。
【００３３】
　なお、ドプラデータ発生部は、ドプラ信号を発生するために、直交検波方式を用いても
よい。このとき、受信信号（ＲＦ信号）は、直交検波されＩＱ信号に変換される。ドプラ
データ発生部２３は、ＩＱ信号を複素フーリエ変換することにより、ドプラ偏移周波数ｆ

ｄの成分を有するドプラ信号を発生する。ドプラ信号は、例えば、血流、組織、造影剤に
よるドプラ成分である。
【００３４】
　速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デバイスは、図示していないＭＴＩ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｔａ
ｒｇｅｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）フィルタ、ＬＰＦフィルタ、自己相関演算器等を有する
。なお、自己相関演算器の代わりに相互相関演算器を有していてもよい。ＭＴＩフィルタ
は、発生されたドプラ信号に対して、臓器の呼吸性移動や拍動性移動などに起因するドプ
ラ成分（クラッタ成分）を除去する。ＭＴＩフィルタは、ドプラ信号から血流に関するド
プラ成分（以下、血流ドプラ成分と呼ぶ）を抽出するために用いられる。ＬＰＦは、ドプ
ラ信号から組織の移動に関するドプラ成分（以下、組織ドプラ成分と呼ぶ）を抽出するた
めに用いられる。
【００３５】
　自己相関演算器は、血流ドプラ成分及び組織ドプラ成分に対して自己相関値を算出する
。自己相関演算器は、算出された自己相関値に基づいて、血流および組織の平均速度値、
分散値、ドプラ信号の反射強度（パワー）等を算出する。速度／分散／Ｐｏｗｅｒ演算デ
バイスは、複数のドプラ信号に基づく血流および組織の平均速度値、分散値、ドプラ信号
の反射強度等に基づいて、所定領域の各位置におけるカラードプラデータを発生する。以
下、ドプラ信号とカラードプラデータとをまとめて、ドプラデータと呼ぶ。なお、ドプラ
データは、３次元的なデータ（以下、３次元ドプラデータと呼ぶ）であってもよい。以下
、３次元ドプラデータと３次元Ｂモードデータとをまとめて、３次元超音波データと呼ぶ
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。
【００３６】
　画像発生部１３は、Ｂモードデータ発生部により発生されたＢモードデータ基づいて、
Ｂモード画像を発生する。画像発生部１３は、ドプラデータ発生部により発生されたドプ
ラデータに基づいて、ドプラ画像を発生する。以下、Ｂモード画像とドプラ画像とをまと
めて超音波画像と呼ぶ。すなわち、画像発生部１３は、送受信部１１から出力されたデー
タに基づいて、超音波画像を発生する。
【００３７】
　具体的には、画像発生部１３は、ＤＳＣに対して、座標変換処理（リサンプリング）を
実行する。座標変換処理とは、例えば、Ｂモードデータおよびドプラデータなどからなる
超音波スキャンの走査線信号列を、テレビなどに代表される一般的なビデオフォーマット
の走査線信号列に変換する処理である。画像発生部１３は、座標変換処理により、表示画
像としての超音波画像を発生する。以下、画像発生部１３で発生される超音波画像を第１
超音波画像と呼ぶ。
【００３８】
　画像メモリは、発生された超音波画像（Ｂモード画像、平均速度画像、分散画像、パワ
ー画像）に対応するデータ（以下、画像データと呼ぶ）を記憶する。画像メモリに記憶さ
れた画像データは、入力部２５を介した操作者の指示により、読み出される。画像メモリ
は、例えば、フリーズする直前の複数のフレームに対応する超音波画像を保存するメモリ
である。このシネメモリに記憶されている画像を連続表示（シネ表示）することで、超音
波動画像を表示部２７に表示させることも可能である。
【００３９】
　画像合成デバイスは、超音波画像および走査断面画像に、種々のパラメータの文字情報
および目盛等を合成する。画像合成デバイスは、合成した画像を表示部２７に出力する。
【００４０】
　断面位置決定部１５は、位置検出部７から出力されたプローブ位置に基づいて、第１超
音波画像に対応する第１断面の位置を決定する。第１断面の位置とは、所定の基準位置に
対する第１断面画像の位置である。すなわち、第１断面の位置は、所定の基準位置を基準
として、被検体における第１超音波画像の断面位置を示す。断面位置決定部１５は、第１
断面の位置に関するデータ（以下、第１位置データと呼ぶ）を、後述する交線決定部１９
に出力する。なお、断面位置決定部１５は、第１位置データを第１超音波画像と対応付け
て、後述する記憶部１７に記憶させるために、第１位置データを記憶部に出力してもよい
。
【００４１】
　なお、断面位置決定部１５は、位置センサ５および位置検出部７がなくとも、超音波プ
ローブ３が２次元アレイプローブである場合、以下のようにして断面位置を決定すること
ができる。具体的には、超音波プローブ３は、被検体Ｐに当接した位置（所定の位置）に
固定される。次いで、例えば、エレベーション方向に平行な面（以下、Ａ面と呼ぶ）に沿
って、超音波スキャンが実行され、超音波画像（以下、Ａ面超音波画像と呼ぶ）が発生さ
れる。さらに、超音波プローブ３を動かさずに、アジマス方向に平行な面（以下、Ｂ面と
呼ぶ）に沿って、超音波スキャンが実行され、超音波画像（以下、Ｂ面超音波画像と呼ぶ
）が発生される。上記２回の超音波スキャンにおいて、超音波プローブ３は不動である。
このため、断面位置決定部１５は、Ａ面超音波画像とＢ面超音波画像との相対的な位置関
係に基づいて、Ａ面の位置（第１断面の位置）とＢ面の位置（第２断面の位置）とを決定
する。すなわち、断面位置決定部１５は、超音波の送受信方向に基づいて、第１断面の位
置と第２断面の意思とを決定する。断面位置決定部１５は、Ａ面の位置に関するデータと
Ｂ面の位置に関するデータとを後述する交線決定部１９に出力する。
【００４２】
　また、同様に、深さ方向に愛して直交する面（以下、Ｃ面と呼ぶ）などのような任意断
面位置における超音波画像、すなわち３次元超音波データを断面変換（Ｍｕｌｔｉ－Ｐｌ
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ａｎａｒ　Ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ：以下、ＭＰＲと呼ぶ）によって再構成された
超音波画像（以下、Ｃ面超音波画像と呼ぶ）であっても、断面位置決定部１５は、超音波
プローブ３が不動であれば、Ｃ面の位置（第２断面の位置）を決定することができる。す
なわち、断面位置決定部１５は、超音波プローブ３が不動であれば、Ａ面超音波画像また
はＢ面超音波画像と、Ｃ面超音波画像との相対的な位置関係に基づいて、Ｃ面の位置を決
定する。断面位置決定部１５は、Ａ面の位置に関するデータまたはＢ面の位置に関するデ
ータと、Ｃ面の位置に関するデータとを後述する交線決定部１９に出力する。
【００４３】
　記憶部１７は、フォーカス深度の異なる複数の受信遅延パターン、複数の送信遅延パタ
ーン、本超音波診断装置１の装置制御プログラム、診断プロトコル、送受信条件等の各種
データ群、診断情報（患者ＩＤ、医師の所見等）、送受信部１１により発生された受信信
号などを記憶する。記憶部１７は、画像発生部１３により発生されたＢモードデータ、ド
プラデータ、３次元超音波データ、第１超音波画像（Ｂモード画像、平均速度画像、分散
画像、パワー画像）を、第１位置データともに記憶する。
【００４４】
　記憶部１７は、被検体に対する検査および診断部位ごとに、被検体に対する過去の複数
の超音波画像（以下、第２超音波画像と呼ぶ）を記憶する。具体的には、記憶部１７は、
第１超音波画像より過去に発生された第２超音波画像を、第２超音波画像にそれぞれ対応
する複数の第２断面の位置とともに記憶する。第２断面画像に対応する第２断面位置が決
定されていない場合、第２断面位置は、後述するＣＰＵ２３により、被検体に対する３次
元超音波データと第２超音波画像とに基づいて決定される。
【００４５】
　交線決定部１９は、第１断面の位置と第２断面各々の位置とに基づいて、第１断面と第
２断面各々との相対的な位置関係を決定する。交線決定部１９は、第１断面の位置と第２
断面各々の位置と相対的な位置関係とに基づいて、第１断面と第２断面各々とが交わる位
置に対応する交線を決定する。具体的には、交線決定部１９は、所定の基準位置を基準と
して、第１位置データと第２断面各々の位置データ（以下、第２位置データと呼ぶ）とに
基づいて、複数の交線の位置を決定する。例えば、交線決定部１９は、第１断面の位置と
交線の位置とに基づいて、第１超音波画像上における交線の表示位置を決定する。交線決
定部１９は、第２断面の位置と交線の位置とに基づいて、第２超音波画像上における交線
の表示位置を決定する。交線決定部１９は、交線の表示位置を、後述する表示部２７に出
力する。
【００４６】
　交線決定部１９は、Ａ面の位置とＢ面の位置とに基づいて、Ａ面とＢ面との相対的な位
置関係を決定する。交線決定部１９は、Ａ面とＢ面との相対的な位置関係に基づいて、Ａ
面とＢ面とが交わる位置に対応する交線を決定する。具体的には、交線決定部１９は、Ａ
面の位置に関するデータとＢ面の位置に関するデータとに基づいて、交線の位置を決定す
る。例えば、交線決定部１９は、Ａ面の位置と交線の位置とに基づいて、Ａ面超音波画像
上における交線の表示位置を決定する。
【００４７】
　また、交線決定部１９は、Ｂ面の位置とＣ面の位置とに基づいて、Ｂ面とＣ面との相対
的な位置関係を決定する。交線決定部１９は、Ｂ面とＣ面との相対的な位置関係に基づい
て、Ｂ面とＣ面とが交わる位置に対応する交線を決定する。具体的には、交線決定部１９
は、Ｂ面の位置に関するデータとＣ面の位置に関するデータとに基づいて、交線の位置を
決定する。例えば、交線決定部１９は、Ｂ面の位置と交線の位置とに基づいて、Ｂ面超音
波画像上における交線の表示位置を決定する。
【００４８】
　また、交線決定部１９は、Ａ面の位置とＣ面の位置とに基づいて、Ａ面とＣ面との相対
的な位置関係を決定する。交線決定部１９は、Ａ面とＣ面との相対的な位置関係に基づい
て、Ａ面とＣ面とが交わる位置に対応する交線を決定する。具体的には、交線決定部１９
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は、Ａ面の位置に関するデータとＣ面の位置に関するデータとに基づいて、交線の位置を
決定する。
【００４９】
　Ｉ／Ｆ２１は、ネットワーク、図示していない外部記憶装置および生体信号計測部に関
するインターフェースである。装置本体９によって得られた超音波画像等のデータおよび
解析結果等は、Ｉ／Ｆ２１とネットワークとを介して他の装置に転送可能である。なお、
Ｉ／Ｆ２１は、図示していない医用画像保管装置などの画像データサーバから、被検体に
関する第２超音波画像（および第２断面の位置）を受信し、記憶部１７に送信することも
可能である。
【００５０】
　ＣＰＵ２３は、入力部２５を介して操作者により入力されたＢモードとドプラモードに
対する選択、フレームレート、被走査深度、送信開始・終了などに基づいて、記憶部１７
に記憶された送信遅延パターンと、受信遅延パターンと、装置制御プログラムとを読み出
し、これらに従って装置本体９を制御する。
【００５１】
　第２超音波画像に関する第２断面の位置が記憶部１７に記憶されていない場合、ＣＰＵ
２３は、被検体に対する３次元超音波データと第２超音波画像各々とに基づいて、第２超
音波画像に関する第２断面各々の位置を決定する。具体的には、ＣＰＵ２３は、３次元超
音波データと、第２超音波画像のデータとを位置合わせすることにより、３次元超音波デ
ータにおける第２断面の位置を特定する。ＣＰＵ２３は、例えば、パターンマッチングに
より、３次元超音波データと第２超音波画像のデータとの位置合わせを実行する。ＣＰＵ
２３は、この位置合わせにより、第２超音波画像に関する第２断面を特定する。ＣＰＵ２
３は、特定された第２断面と、３次元超音波データにおける第１断面の位置とに基づいて
、第２断面の位置を決定する。ＣＰＵ２３は、決定した第２断面の位置を、第２超音波画
像とともに記憶部１７に記憶させる。
【００５２】
　入力部２５は、装置本体９に接続され、操作者からの各種指示・命令・情報・選択・設
定を装置本体９に取り込む。入力部２５は、図示していないトラックボール、スイッチボ
タン、マウス、キーボード等の入力デバイスを有する。入力デバイスは、表示画面上に表
示されるカーソルの座標を検出し、検出した座標をＣＰＵ２３に出力する。なお、入力デ
バイスは、表示画面を覆うように設けられたタッチパネルでもよい。この場合、入力部２
５は、電磁誘導式、電磁歪式、感圧式等の座標読み取り原理でタッチ指示された座標を検
出し、検出した座標をＣＰＵ２３に出力する。また、操作者が入力部２５の終了ボタンま
たはフリーズボタンを操作すると、超音波の送受信は終了し、装置本体９は一時停止状態
となる。入力部２５は、交線を重畳させる超音波画像を、第１超音波画像と第２超音波画
像とから選択する選択指示を入力する。
【００５３】
　表示部２７は、図示していないモニタを有する。表示部２７は、画像発生部により発生
された種々の画像を、図示していないモニタに表示させる。表示部２７は、種々の画像に
対して、ブライトネス、コントラスト、ダイナミックレンジ、γ補正などの調整および、
カラーマップの割り当てを実行してもよい。
【００５４】
　具体的には、表示部２７は、第１超音波画像を、第１超音波画像のサイズより小さいサ
イズの複数の第２超音波画像とともに表示する。このとき、表示部２７は、複数の第２超
音波画像各々に、第１断面と第２断面各々との交線を、所定の線種、所定の幅、所定の色
相で表示する。所定の線種とは、例えば、実線、点線、破線、１点鎖線、２点鎖線などで
ある。また、所定の幅とは、予め設定された幅であって、操作者により容易に認識可能な
幅である。所定の色相とは、予め設定された色相であって、操作者により容易に認識可能
な色相である。なお、表示部２７は、第１超音波画像と第２超音波画像との少なくとも一
方に、交線を含む相対的な位置関係を表示することも可能である。
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【００５５】
　また、表示部２７は、第２超音波画像の収集モード（Ｂモード、カラードプラモード、
Ｍモードなど）に応じた色相で、第１断面と第２断面各々との交線を表示してもよい。な
お、表示部２７は、第２超音波画像の収集モード（Ｂモード、カラードプラモード、Ｍモ
ードなど）に応じた線種または幅で、第１断面と第２断面各々との交線を表示してもよい
。さらに、表示部２７は、第１超音波画像及び第２超音波画像各々に、それぞれ対応する
交線を表示することも可能である。なお、表示部２７は、複数の第２超音波画像のうち少
なくとも一つに、交線を重畳させて表示してもよい。また、表示部２７は、モニタに表示
された第２超音波画像を囲む表示枠の色相と、第１超音波画像に重畳して表示された交線
の色相とを、関連する第２断面に応じて同じ色相、またはそれぞれ関連する色相で表示し
てもよい。
【００５６】
　図２は、表示部２７におけるモニタに表示された第１、２超音波画像を、第２超音波画
像各々に重畳して表示された交線とともに示す図である。図２に示すように、複数の第２
超音波画像（第２超音波画像Ａ、第２超音波画像Ｂ、第２超音波画像Ｃ）のサイズは、第
１超音波画像より小さい。また、第２超音波画像Ａには、第２超音波画像Ａに関する第２
断面ａと第１超音波画像に関する第１断面との交線が、破線で表示される。第２超音波画
像Ｂには、第２超音波画像Ｂに関する第２断面ｂと第１超音波画像に関する第１断面との
交線が、破線で表示される。第２超音波画像Ｃには、第２超音波画像Ｃに関する第２断面
ｃと第１超音波画像に関する第１断面との交線が、破線で表示される。
【００５７】
　図３は、第１超音波画像に、第１断面と第２断面各々との交線を重畳して表示した一例
を示す図である。図３に示すように、第１超音波画像には、第２超音波画像Ａに関する第
２断面ａと第１断面との交線と、第２超音波画像Ｂに関する第２断面ｂと第１断面との交
線と、第２超音波画像Ｃに関する第２断面ｃと第１断面との交線とが表示される。
【００５８】
　図４は、表示部２７におけるモニタに表示された第１、２超音波画像各々に重畳して表
示された交線とともに示す図である。図４に示すように、第１超音波画像には、第２超音
波画像Ａに関する第２断面ａと第１断面との交線と、第２超音波画像Ｂに関する第２断面
ｂと第１断面との交線と、第２超音波画像Ｃに関する第２断面ｃと第１断面との交線とが
表示される。第２超音波画像Ａには、第２超音波画像Ａに関する第２断面ａと第１超音波
画像に関する第１断面との交線が、破線で表示される。第２超音波画像Ｂには、第２超音
波画像Ｂに関する第２断面ｂと第１超音波画像に関する第１断面との交線が、破線で表示
される。第２超音波画像Ｃには、第２超音波画像Ｃに関する第２断面ｃと第１超音波画像
に関する第１断面との交線が、破線で表示される。
【００５９】
　　（交線表示機能）　
　交線表示機能とは、第１超音波画像に関する第１断面の位置と、第２超音波画像におけ
る第２断面の位置とに基づいて、第１断面と第２断面との交線を決定し、第１超音波画像
と第２超音波画像とのうち少なくとも一方に交線を重畳させて表示する機能である。以下
、交線表示機能に関する処理（以下、交線表示処理と呼ぶ）について説明する。
【００６０】
　図５は、交線表示処理の手順の一例を示すフローチャートである。　
　被検体に対して超音波を送受信することにより、第１超音波画像が発生される（ステッ
プＳａ１）。第１超音波画像の発生に関するプローブ位置が検出される（ステップＳａ２
）。プローブ位置に基づいて、第１超音波画像に関する第１断面の位置が、決定される（
ステップＳａ３）。複数の第２超音波画像にそれぞれ対応する複数の第２断面の位置が、
記憶部１７から読み出される（ステップＳａ４）。第１断面の位置と第２断面各々の位置
との相対的な位置関係に基づいて、第１断面と第２断面とが交わる位置に対応する交線が
決定される（ステップＳａ５）。交線を重畳して表示する超音波画像が、入力部２５を介
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して入力される。なお、交線を重畳させる超音波画像を選択する入力は、後述するステッ
プＳａ６の処理の以前であれば、いずれの時点においてでもよい。選択された超音波画像
（第１超音波画像と第２超音波画像とのうち少なくとも一方）に交線を重畳させて、第１
超音波画像と第２超音波画像とが、表示部２７のモニタに表示される（ステップＳａ６）
。
【００６１】
　（第１の変形例）　
　第１の実施形態との相違は、例えば、第２の超音波画像に、第１断面を示す平面状のマ
ーカと交線とを模式的に重畳させて表示することにある。なお、本変形例と第１の実施形
態の相違は、第１の超音波画像に、第２断面を示す平面状のマーカと交線とを模式的に重
畳させて表示することであってもよい。
【００６２】
　ＣＰＵ２３は、第１断面に平行な方向（以下、第１方向と呼ぶ）を、表示部２７のモニ
タ上に仮想的に設定する。ＣＰＵ２３は、第１方向に沿って平行に第１断面を示す平面状
のマーカを表示させるために、表示部２７を制御する。ＣＰＵ２３は、第２断面に平行な
方向（以下、第２方向と呼ぶ）を、表示部２７のモニタ上に仮想的に設定する。ＣＰＵ２
３は、第２方向に沿って平行に第２断面を示す平面状のマーカを表示させるために、表示
部２７を制御する。
【００６３】
　表示部２７は、第２超音波画像に、第１断面を示す平面状のマーカと交線とを模式的（
疑似的に３次元を示すように）に重畳させて表示する。なお、表示部２７は、第１超音波
画像に、第２断面を示す平面状のマーカと交線とを模式的に重畳させて表示してもよい。
【００６４】
　図６は、モニタに表示された第２超音波画像と、第２超音波画像に重畳された第１断面
を示す平面状のマーカと交線との一例を示す図である。図６に示すように、第２超音波画
像と第１断面を示す平面状のマーカとは、疑似的に３次元的な関係を示すように表示され
る。
【００６５】
　（第２の変形例）　
　第１の実施形態との相違は、例えば、第２の超音波画像に、第１超音波画像と（第１断
面を示す平面状のマーカと）交線とを模式的に重畳させて表示することにある。なお、本
変形例と第１の実施形態の相違は、第１の超音波画像に、第２超音波画像と（第２断面を
示す平面状のマーカと）交線とを模式的に重畳させて表示することであってもよい。
【００６６】
　ＣＰＵ２３は、第１方向に沿って平行に第１超音波画像を表示させるために、表示部２
７を制御する。このとき、第１超音波画像は、第１方向に沿って歪められた画像となる。
ＣＰＵ２３は、第２方向に沿って平行に第２超音波を表示させるために、表示部２７を制
御する。このとき、第１超音波画像は、第２方向に沿って歪められた画像となる。
【００６７】
　表示部２７は、第２超音波画像に第１超音波画像と交線とを模式的に重畳させて表示す
る。なお、表示部２７は、第１超音波画像に第２超音波断面と交線とを模式的に重畳させ
て表示してもよい。
【００６８】
　図７は、モニタに表示された第２超音波画像と、第２超音波画像に重畳された第１超音
波画像と交線との一例を示す図である。図７に示すように、第２超音波画像と第１超音波
画像とは、疑似的に３次元的な関係を示すように表示される。また、図７に示すように、
第１断面と第２断面とにはさまれた領域の断面の超音波画像が、モニタに表示される。
【００６９】
　（第３の変形例）　
　第１の実施形態との相違は、第１超音波画像と第２超音波画像との相対的な位置関係を
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表示するために、例えば、第２の超音波画像に、第１断面を示す平面状のマーカと交線と
を模式的に重畳させて表示することにある。なお、本変形例と第１の実施形態の相違は、
第２の超音波画像に、第１断面を示す平面状のマーカと交線とを模式的に重畳させて表示
することであってもよい。第１の変形例との相違は、第１超音波画像と第２断面、第２超
音波画像と第１断面において、疑似的に３次元的な位置関係を示すように表示させること
にある。
【００７０】
　ＣＰＵ２３は、表示部２７のモニタ上において、疑似的な直交３軸を決定する。疑似的
な直交３軸は、例えば、モニタ上において、互いに６０°で交わる。ＣＰＵ２３は、疑似
的な直交３軸に従って、第２超音波画像と第１断面を示す平面状のマーカと交線とを表示
させるように、表示部２７を制御する。なお、ＣＰＵ２３は、疑似的な直交３軸に従って
、第１超音波画像と第２断面を示す平面状のマーカと交線とを表示させるように、表示部
２７を制御してもよい。
【００７１】
　表示部２７は、疑似的な直交３軸に従って、第２超音波画像に第１断面を示す平面状の
マーカと交線とを模式的に重畳させて表示する。このとき、第２超音波画像は、疑似的な
直交３軸に従って歪められた画像となる。なお、表示部２７は、第１超音波画像に第２断
面を示す平面状のマーカと交線とを模式的に重畳させて表示してもよい。このとき、第１
超音波画像は、疑似的な直交３軸に従って歪められた画像となる。
【００７２】
　図８は、疑似的な直交３軸に従ってモニタに表示された第２超音波画像と、第２超音波
画像に重畳された第１断面を示す平面状のマーカと交線との一例を示す図である。図８に
示すように、第２超音波画像と第１断面を示す平面状のマーカとは、疑似的に３次元的な
関係を示すように表示される。図８に示すように、疑似的な直交３軸に従って、第２超音
波画像と第１断面を示す平面状のマーカとの相対的な位置関係が表示される。
【００７３】
　図９は、疑似的な直交３軸に従ってモニタに表示された第１超音波画像と、第１超音波
画像に重畳された複数の第２断面をそれぞれ示す複数の平面状のマーカと、複数の第２断
面各々と第１断面とが交わる位置に対応する複数の交線との一例を示す図である。図９に
示すように、第１超音波画像には、第２超音波画像Ａに関する第２断面ａを示す平面状の
マーカと、第２断面ａと第１断面との交線と、第２超音波画像Ｂに関する第２断面ｂを示
す平面状のマーカと、第２断面ｂと第１断面との交線と、第２超音波画像Ｃに関する第２
断面ｃを示す平面状のマーカと、第２断面ｃと第１断面との交線とが、疑似的な直交３軸
に関して相対的な位置関係を維持して表示される。
【００７４】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本実施形態の超音波診断装置１によれば、現在の超音波画像（第１超音波画像）と過去
の超音波画像（第２超音波画像）との位置関係を、簡便且つ明瞭に表示することができる
。すなわち、本実施形態によれば、現在の超音波画像の断面位置と、過去の超音波画像の
断面位置との相対的な位置関係に基づいて、現在の超音波画像の断面と過去の超音波画像
の断面とが交わる位置に対応する交線を決定し、現在の超音波画像と過去の超音波画像と
のうち少なくとも一方に、決定した交線を重畳させて表示することができる。これにより
、本実施形態によれば、超音波プローブを動かすことにより、保存した過去の超音波画像
と、リアルタイムに表示される超音波画像との位置関係を、操作者は、簡便かつ明瞭に把
握することができる。加えて、本実施形態によれば、操作者は、被検体内における構造体
（組織）を３次元的に正しく把握することができる。
【００７５】
　また、本実施形態に係る第１の変形例によれば、例えば、第２の超音波画像に、第１断
面を示す平面状のマーカと交線とを模式的に重畳させて表示することができる。また、本
変形例によれば、第１の超音波画像に、第２断面を示す平面状のマーカと交線とを模式的
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に重畳させて表示することができる。
【００７６】
　加えて、本実施形態に係る第２の変形例によれば、例えば、第２の超音波画像に、第１
超音波画像と交線とを模式的に重畳させて表示することができる。また、本変形例によれ
ば、第１の超音波画像に、第２超音波画像と交線とを模式的に重畳させて表示することが
できる。
【００７７】
　さらに、第１の実施形態に係る第３の変形例によれば、第１超音波画像と第２超音波画
像との相対的な位置関係を表示するために、例えば、第２の超音波画像に、第１断面を示
す平面状のマーカと交線とを模式的に重畳させて表示するができる。また、本変形例によ
れば、第１の超音波画像に、第２断面を示す平面状のマーカと交線とを模式的に重畳させ
て表示することができる。
【００７８】
　以上のことから、本実施形態に係る第１乃至第３の変形例によれば、現在の超音波画像
の断面と過去の超音波画像の断面との３次元的な位置関係を、交線とともに表示すること
ができる。これにより、操作者は、現在の超音波画像および過去の超音波画像において、
被検体内における腫瘍や血管などの構造体（組織）の３次元的な把握することができる。
【００７９】
　また、本実施形態によれば、超音波プローブ３が２次元アレイであって、任意の方向に
スキャン断面を配置でき、超音波プローブ３を動かさなければ、位置センサが無くとも断
面位置・交線位置を決定し、表示することができる。加えて、深さ方向に対して直交する
面のような任意断面位置（ＭＰＲによって再構成された面）であっても、超音波プローブ
３が動かされていない状況下であれば、本実施形態に係る超音波診断装置１は、Ａ面超音
波画像、Ｂ面超音波画像、もしくは他のＭＰＲ断面に関するＣ面超音波画像との相対的な
位置関係を決定し、Ａ面とＢ面とが交わる位置に対応する交線、Ｂ面とＣ面とが交わる位
置に対応する交線、Ａ面とＣ面とが交わる位置に対応する交線を表示することができる。
【００８０】
　（第２の実施形態）　
　第１の実施形態との相違は、交線が第１超音波画像または第２超音波画像の撮像領域外
にある場合、相対的な位置関係と交線の位置とに基づいて、第１断面の位置または第２断
面の位置に対する交線の位置を示す交線位置情報を発生し、表示することにある。
【００８１】
　交線決定部１９は、交線が第１超音波画像または第２超音波画像の撮像領域外にある場
合、相対的な位置関係と交線の位置とに基づいて、第１断面の位置または第２断面の位置
に対する交線の位置を示す交線位置情報を発生する。具体的には、交線決定部１９は、第
１断面の位置と交線の位置とに基づいて、第１断面の位置から交線の位置までの距離およ
び方向（角度）（以下、第１位置情報と呼ぶ）を決定する。交線決定部１９は、第１位置
情報に基づいて、第１位置情報に対応する模式図（例えば、矢印など）の色相および大き
さを決定する。以下、第１位置情報と、第１位置情報に対応する模式図の色相および大き
さとをまとめて、第１交線位置情報と呼ぶ。交線決定部１９は、第１交線位置情報を、表
示部２７に出力する。
【００８２】
　交線決定部１９は、第２断面の位置と交線の位置とに基づいて、第２断面の位置から交
線の位置までの距離および方向（以下、第２位置情報と呼ぶ）を決定する。交線決定部１
９は、第２位置情報と呼ぶに基づいて、第２位置情報に対応する模式図（例えば、矢印な
ど）の色相および大きさを決定する。以下、第２位置情報と、第２位置情報に対応する模
式図の色相および大きさとをまとめて、第２交線位置情報と呼ぶ。交線決定部１９は、第
２交線位置情報を、表示部２７に出力する。
【００８３】
　記憶部１７は、第１位置情報および第２位置情報に対応する模式図を記憶する。記憶部
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１７は、第１断面および第２断面の位置から交線の位置までの距離および方向に応じた模
式図の色相と、大きさとを記憶する。なお、模式図の色相および大きさは、入力部２５を
介して適宜設定可能である。
【００８４】
　表示部２７は、第１超音波画像の表示枠（以下、第１表示枠と呼ぶ）内において、第１
交線位置情報を表示する。具体的には、表示部２７は、第１表示枠内において、第１位置
情報に対応する模式図を、決定された色相および大きさで表示する。なお、表示部２７は
、第１表示枠において、第１位置情報を模式図とともに表示してもよい。なお、第１位置
情報における距離は、この距離に応じた音圧または周波数で、図示していないスピーカな
どの出力部により音として出力されてもよい。なお、上記周波数は、出力される音の周波
数に限定されず、音の出力のオンオフに関する周波数であってもよい。
【００８５】
　図１０は、第１表示領域に表示された模式図と、第１位置情報とを示す図である。図１
０に示すように、第１超音波画像の撮像領域外にある交線、すなわち第１断面と第２断面
ａとの交線および第１断面と第２断面ｂとの交線とに関して、２つの模式図が第１表示領
域にそれぞれ表示される。
【００８６】
　具体的には、図１０に示すように、第２断面ａの位置を示す矢印が、第１表示領域上に
模式図（矢印）として表示される。模式図（矢印）の色相および大きさは、第１位置情報
に対応する。この時、第１表示領域上に、第１断面の位置から、第１断面と第２断面ａと
の交線までの距離（図１０におけるＬ１）および方向（図１０におけるθ１）が、第１位
置情報として表示されてもよい。さらに、図１０に示すように、第２断面ｂの位置を示す
矢印が、第１表示領域上に模式図として表示される。この時、第１表示領域上に、第１断
面の位置から、第１断面と第２断面ｂとの交線までの距離（図１０におけるＬ２）および
方向（図１０におけるθ２）が、第１位置情報として表示されてもよい。
【００８７】
　なお、表示部２７は、第２超音波画像の表示枠（以下、第２表示枠と呼ぶ）の色相と、
模式図における色相とを同じ色相で表示してもよい。図１０は、白黒画像であるため、色
相の違いは便宜上グレースケールを変更して記載している。例えば、図１０に示すように
，第２超音波画像Ａの第２表示枠の色相と模式図（矢印）の色相とは、同じ色相で表示さ
れる。また、図１０に示すように，第２超音波画像Ｂの第２表示枠の色相と模式図（矢印
）の色相とは、同じ色相で表示される。
【００８８】
　表示部２７は、第２超音波画像各々の表示領域（以下、第２表示領域と呼ぶ）において
、第２交線位置情報を表示する。具体的には、表示部２７は、第２表示領域において、第
２位置情報に対応する模式図を、決定された色相および大きさで表示する。なお、表示部
２７は、第２表示領域において、第２位置情報を模式図とともに表示してもよい。
【００８９】
　図１１は、第２表示領域各々に表示された模式図と、第２位置情報とを示す図である。
図１１に示すように、第２超音波画像の撮像領域外にある交線、すなわち第１断面と第２
断面ｂとの交線および第１断面と第２断面ｃとの交線とに関して、２つの模式図が２つの
第２表示領域にそれぞれ表示される。
【００９０】
　具体的には、図１１に示すように、第１断面の位置を示す矢印が、第２超音波画像Ｂを
表示する第２表示領域上に模式図として表示される。この時、第２断面ｂの位置から、第
１断面と第２断面ｂとの交線までの距離および方向が、第２位置情報として表示されても
よい。さらに、図１１に示すように、第１断面の位置を示す矢印が、第２超音波画像Ｃを
表示する第２表示領域上に模式図として表示される。この時、第２断面ｃの位置から、第
１断面と第２断面ｃとの交線までの距離および方向が、第１位置情報として表示されても
よい。
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【００９１】
　また、表示部２７は、第１超音波画像の撮像領域外にある交線を第１超音波画像に重畳
させるために超音波プローブ３をガイドするナビゲーション情報として、第１交線位置情
報を表示することも可能である。加えて、表示部２７は、第２超音波画像の撮像領域外に
ある交線を第２超音波画像に重畳させるために第２断面をガイドするナビゲーション情報
として、第２交線位置情報を表示することも可能である。このとき、表示部２７は、超音
波プローブ３の移動に伴うプローブ位置の更新に応じて、第１交線位置情報を更新して表
示する。
【００９２】
　（交線位置情報表示機能）　
　交線位置情報表示機能とは、交線が第１超音波画像または第２超音波画像の撮像領域外
にある場合、相対的な位置関係と交線の位置とに基づいて、交線位置情報を発生し、表示
する機能である。以下、交線位置情報表示機能に関する処理（以下、交線位置情報表示処
理と呼ぶ）について説明する。
【００９３】
　図１２は、交線位置情報表示処理の手順の一例を示すフローチャートである。　
　被検体に対して超音波を送受信することにより、第１超音波画像が発生される。第１超
音波画像の発生に関するプローブ位置が検出される。プローブ位置に基づいて、第１超音
波画像に関する第１断面の位置が、決定される。複数の第２超音波画像にそれぞれ対応す
る複数の第２断面の位置が、記憶部１７から読み出される。第１断面の位置と第２断面各
々の位置との相対的な位置関係に基づいて、第１断面と第２断面との複数の交線が決定さ
れる。
【００９４】
　交線が第１超音波画像または第２超音波画像の撮像領域外にある場合、相対的な位置関
係と交線の位置とに基づいて、交線位置情報が発生される（ステップＳｂ１）。交線位置
情報に関する模式図が、記憶部１７から読みだされる。交線位置情報を模式的に示す模式
図が、第１超音波画像と第２超音波画像とともに、表示部２７に表示される（ステップＳ
ｂ２）。プローブ位置が新たに検出されると、ステップＳｂ１およびステップＳｂ２の処
理が繰り返される（ステップＳｂ３）。
【００９５】
　（変形例）　
　第２の実施形態との相違は、第２断面に対して所定の角度離れた所望の断面（以下、第
３断面と呼ぶ）の位置が入力されたとき、第３断面と第２断面との交線を表示し、第３断
面と第１断面との一致を契機として、所定の処理を実行することにある。
【００９６】
　入力部２５は、第２断面のうちひとつの断面に対して、所定の角度異なる断面（以下、
第３断面と呼ぶ）を入力する。
【００９７】
　交線決定部１９は、第１断面の位置と第３断面の位置とに基づいて、第１断面と第３断
面との交線の位置を決定する。交線決定部１９は、第１断面の位置と決定された交線の位
置とに基づいて、第１断面の位置に対する決定された交線の位置を示す第３交線位置情報
を発生する。第３交線位置情報は、以下の段落で詳述する。
【００９８】
　具体的には、交線決定部１９は、第１断面の位置と決定された交線の位置とに基づいて
、第１断面の位置から交線の位置までの距離および方向（角度）（以下、第３位置情報と
呼ぶ）を決定する。交線決定部１９は、第３位置情報に基づいて、第３位置情報に対応す
る模式図（例えば、矢印など）の色相および大きさを決定する。第３交線位置情報とは、
第３位置情報と、第３位置情報に対応する模式図の色相および大きさとを指すものとする
。交線決定部１９は、第３交線位置情報を、表示部２７に出力する。
【００９９】
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　表示部２７は、第１表示枠内において、第３交線位置情報を表示する。具体的には、表
示部２７は、第１表示枠枠内において、第３位置情報に対応する模式図を、決定された色
相および大きさで表示する。なお、表示部２７は、第１表示枠において、第３位置情報を
模式図とともに表示してもよい。表示部２７に表示される第３交線位置情報は、第３断面
に第１断面を一致させるためのナビゲーション情報（プローブ移動情報）として用いられ
る。
【０１００】
　ＣＰＵ２３は、第３断面と第１断面との一致を契機として、所定の処理を実行する。所
定の処理とは、例えば、第１超音波画像を記憶部１７に記憶させること、計測ツールを起
動すること、起動した計測ツールにより、所定の計測を実行することなどである。
【０１０１】
　表示部２７は、超音波プローブ３の移動に伴うプローブ位置の更新に応じて、第３交線
位置情報を更新して表示する。表示部２７は、第３断面と第１断面との一致を契機として
、所定の表示を実行する。所定の表示とは、例えば、第１表示枠の表示態様（色相、太さ
）の変更、第１断面と第３断面との交線の表示態様（色相、太さ）の変更などである。表
示部２７は、第３断面と第１断面との一致を契機として、計測ツールにおける計測マーカ
を、第１超音波画像に表示する。
【０１０２】
　以上に述べた構成によれば、以下の効果を得ることができる。　
　本実施形態の超音波診断装置１によれば、交線が第１超音波画像または第２超音波画像
の撮像領域外にある場合、相対的な位置関係と交線の位置とに基づいて、交線位置情報を
発生し、表示することができる。すなわち、本実施形態によれば、交線が第１音波画像ま
たは第２超音波画像の撮像領域外にある場合、第１断面の位置と第２断面の位置と交線の
位置とに基づいて、第１断面の位置または第２断面の位置に対する交線の位置を示す交線
位置情報を発生し、発生した交線位置情報を模式図とともに表示することができる。これ
により、本実施形態は、超音波プローブ３の移動に伴って発生された交線位置情報を更新
して表示することでき、交線を表示させるための超音波プローブ３の移動に関するナビゲ
ーションとして機能させることができる。
【０１０３】
　また、本実施形態の変形例によれば、第２断面に対して所定の角度離れた所望の断面（
第３断面）の位置が入力されたとき、第３断面と第２断面との交線を表示し、第３断面と
第１断面との一致を契機として、所定の処理を実行することができる。これにより、過去
の超音波画像（第２超音波画像）の断面（第２断面）に対して操作者が所望する任意の断
面（第３断面）を、現在の超音波画像として表示させるために、超音波プローブ３の移動
に関してナビゲーションを実行することができる。加えて、第１断面と第３断面との一致
を契機として、所定の表示および処置絵の処理を実行することができる。
【０１０４】
　以上のことから、本実施形態によれば、現在の超音波画像（第１超音波画像）と過去の
超音波画像（第２超音波画像）との位置関係を、簡便且つ明瞭に表示することができ、か
つ、操作者が所望する断面を表示させることができる。加えて、操作者が所望する断面の
表示を契機として、所定の処理を実行することができ、診断効率が向上する。
【０１０５】
　加えて、実施形態に係る各機能は、当該処理を実行する医用画像処理プログラムをワー
クステーション等のコンピュータにインストールし、これらをメモリ上で展開することに
よっても実現することができる。このとき、コンピュータに当該手法を実行させることの
できるプログラムは、磁気ディスク（ハードディスクなど）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ
、ＤＶＤなど）、半導体メモリなどの記憶媒体に格納して頒布することも可能である。
【０１０６】
　また、第１、第２実施形態の変形例として、本超音波診断装置１の技術的思想を医用画
像処理装置２で実現する場合には、例えば図１の構成図における実線内の構成要素を有す
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るものとなる。医用画像処理装置２における交線表示処理は、図５のステップＳａ４乃至
ステップＳａ６の処理に対応する。これらの処理については、実施形態と同様である。な
お、ステップＳａ４における第１超音波画像および第１断面の位置は、予め記憶部１７に
記憶される。医用画像処理装置２における交線位置情報表示処理は、図１２におけるステ
ップＳｂ１およびステップＳｂ２の処理に対応する。これらの処理については、実施形態
と同様である。なお、ステップＳｂ３における処理は、入力部２５を介した操作者からの
断面位置の移動指示に対応する。
【０１０７】
　なお、医用画像処理装置２において、超音波診断装置から出力されたＤＩＣＯＭファイ
ル（例えば、第１超音波画像および第１断面の位置など）を読み込んで、上記処理を実行
することも可能である。
【０１０８】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
ものである。
【符号の説明】
【０１０９】
　１…超音波診断装置、３…超音波プローブ、５…位置センサ、７…位置検出部、９…装
置本体、１１…送受信部、１３…画像発生部、１５…断面位置決定部、１７…記憶部、１
９…交線決定部、２１…インターフェース（Ｉ／Ｆ）、２３…制御プロセッサ（ＣＰＵ）
、２５…入力部、２７…表示部。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够简单且清楚地显示过去的超声波图像和当
前的超声波图像之间的位置关系的超声波诊断装置。 解决方案：根据该
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像，多个第二第二超声图像存储部分17，用于根据第一部分的位置和每
个第二部分的位置之间的相对位置关系，存储部分的位置以及横截面的
位置和第一部分和第二部分的多个交叉线。并且显示单元27用于在第一
超声图像和第二超声图像中的至少一个上叠加和显示交叉线。 点域1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/231d1125-e5dd-4289-9440-a40971754187
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/052818879/publication/JP6207940B2?q=JP6207940B2

